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謹啓　秋晴れの候、貴社ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。平素より高精度光学機器のご供給をいただき、誠にありがとうございます。貴社の優れた製品力に支えられ、当社の研究開発が着実に進展していることに、心より感謝申し上げます。

さて、先般貴社よりご発注いただきました下記光学機器が、本日14時45分、日本通運（伝票番号：JP20260425XXXX）にて着荷いたしました。

［着荷商品詳細］
【発注番号】OPT-20260415-001
1. 研究用倒立顕微鏡（型番：IMX-5000R）　	…　2台
2. 蛍光観察ユニット（型番：FLU-405/488）	…　1式
3. 高倍率対物レンズセット（40X-100X）　	…　1セット

さっそく当社品質管理部にて全数検品を実施したところ、倒立顕微鏡MMM-5000（シリアル№MMM202604001）にて重大な破損が判明いたしました。具体的には以下の通りです。

［破損状況］
· 対物レンズマウント部：固定ネジ山が剥がれ、ガタつき発生
· 光学系ステージ：Y軸移動部に変形、外観に明らかな凹み
· 接眼部レバー：折損、操作不能
· 外装キャビネット：輸送時衝撃による亀裂2箇所
破損は梱包外箱の右側上面に明らかな凹みがあり、内部緩衝材も一部破損していることから、輸送中の衝撃によるものと推定されます。現品写真および破損状況報告書を添付にてお送りいたします。
つきましては、以下の対応を速やかにご依頼申し上げます。
1. 代替品の至急手配：同等品番にて、今週中（4/29まで）の納品
2. 破損品の返送指示：着払い伝票または貴社集荷手配
3. 原因調査および再発防止策：梱包仕様・輸送業者の見直し

［破損品対応］
本日17時発送にて、破損時梱包状態を保持したまま返送いたします。返送先住所および担当者様ご連絡先をご指定ください。
本件により、当社ライフサイエンス研究プロジェクトのスケジュールに影響が生じておりますこと、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
取り急ぎ、着荷破損のご通知かたがたお願い申し上げます。
謹白
